
▲宇都宮市農業委員会 ▲郡山市農業委員会（仙台市農業委員会 会長挨拶）

▲福島県農業総合センター ▲農産直売所あぜみち

農業委員の視察研修会を実施しました
令和７年１月14日（火）・15日（水）に、農業委員、農地利用最適化推進委員等19名が参加し、栃木

県宇都宮市農業委員会、福島県郡山市農業委員会および農業関連施設の視察を行いました。
宇都宮市農業委員会では、貸付を希望する農地の貸付条件等の情報を「宇都宮市まちかど情報マッ
プ」として市ホームページで公表し、農地のマッチングの促進を行っています。また、新規就農対策に
も熱心で、短期的な農業体験の希望者を受け入れる「農業インターンシップ事業」、就農を希望する研
修生を育成・確保・定着させる「認定就農研修制度in先進農家」を実施。３年間で25経営体が参入し、
現在も営農を継続しているなど、本農業委員会も非常に参考となる取組みを教えていただきました。
宇都宮市の「農産直売所あぜみち」では、自社便のトラックで農家まで集荷に行き、販売、売れ残っ
た農産物は総菜へ利活用し廃棄率を削減。また、社内デザイナーが農家からの商品POPやパッケー
ジデザインの相談にも乗っていて、農家に寄り添った運営に感心しました。
その他、郡山市農業委員会でタブレット端末を活用した農業委員会活動のお話を伺い、福島県農業
総合センターの施設見学を行いました。委員同士の交流を深めつつ、他県の先進的な取り組みを知る
ことで、今後の委員活動に生かせる有意義な研修になりました。
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農地法第３条の許可実績
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　令和６年11月から令和７年２月までの
農地法第３条（売買･賃借等）の許可実績です。

 

Ⅰ  業務方針
我が国の農業・農村は、農業者の高齢化・担
い手不足、遊休農地の発生や鳥獣被害の拡大な
ど、依然として厳しい状況が続いています。また、
不安定な国際情勢により農業用資材、飼料、燃
油等の価格高騰が継続しており、農業経営に大
きな影響を及ぼし、農業所得が減少するなど大
きな打撃を受けています。
加えて、近年、異常気象に伴う豪雨や暖冬等
の大規模自然災害が頻発し、農業生産活動に大
きな影響を与えており、農業者自らも自然災害
や気候変動に備えていく必要があります。
令和６年５月には、国の食料・農業・農村基
本法が改正され、「食料安全保障の確保」が基
本理念として位置づけられましたが、一方では、
米の需要と供給のバランスが崩れ、混乱が生じ
ているため、食料の合理的な価格形成の仕組み
の構築など、今後、各種施策の検討と具体化が
期待されています。
このような中、今まで以上に本市農業の健全
な発展に寄与するためには、農業委員と農地利
用最適化推進委員が両輪となり、農地利用の最
適化を確実に推進することがますます重要と
なっています。その役割と責任を十分に果たす
よう、農地法の許可審査をはじめ、農業者と連
携を図りながら、「農地等の利用の最適化の推
進に関する指針」を基に、実効性のある地域活
動を推進するものです。具体的には、第一に「担

い手への農地利用の集積・集約化」、第二に「遊
休農地の発生防止・解消」、第三に「新規参入
の促進」の３つの目標を同指針に掲げ、宮城県
農地中間管理機構やＪＡ仙台と連携して、担い
手となる認定農業者や生産組織等を育成し、農
地の利用集積・集約化を進めるとともに、農地
パトロールによる遊休農地の調査と指導・違反
転用農地の是正指導、更には農外からの新規就
農の促進などを行い、地域農業の持続的な発展
に資するよう取り組んでいきます。
また、農業者が農業所得の安定・向上に取り
組めるよう支援するとともに、令和６年度末に
策定された「地域計画」の目標達成に向けて役
割を果たしていきます。
本農業委員会では、令和７年度業務計画の着
実な取り組みとその成果を上げるため、農業委
員及び農地利用最適化推進委員が一致団結し、
業務を遂行していきます。

Ⅱ  活動計画（抜粋）
１　農地行政活動
・農地法及びその他の法令により
　その権限に属する事項の審議
・「農地等の利用の最適化の推進
　に関する指針」の実行
２　農業振興活動
・地域振興活動の推進

令和７年３月に「地域農業をどのように維持・発展させていくか」「地域の農地を誰が利用し、農
地をどう集積・集約していくか」などについて定めた地域計画が、仙台市において策定されました。
地域計画の区域内の農地を転用する場合には、地域計画からの除外が必要となり、通常より許
可まで時間を要する場合があります。詳しくは仙台市のホームページをご覧ください。

地域計画が策定されました

令和７年度仙台市農業委員会業務計画

地域計画について 〔農業振興課担い手支援係〕 電話 214-7327
農地転用について 〔農業委員会事務局農地係〕 電話 214-4340

問い合わせ先地域計画

仙台市

農家戸数は年々減少していま
す。10ha以上の大規模農業
経営体数は増加しています。

【市内の農家戸数と経営体数】
農業まめ知識②/全⑧

2010年
4,050
3,110
49

2020年
2,521
1,641
72

比 較
38％減
47％減
47％増

農家戸数
経営体数
10ha以上
経営
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　農業振興地域の農用地区域内において、農地の経営規模の拡大、集団化等農地保有の合理化を図るため、「農地の移
動適正化あっせん事業」を行っています。あっせん事業による農地の買受申出ができる方は、「認定農業者・認定新規
就農者」または「仙台市内の農地を 130 アール以上耕作している方」です。

仙台市農業委員会では、農業委員に業務専
用のタブレット端末を貸与し、活用を開始し
ました。昨年から使用方法の研修、テスト運用
を行い、本年１月から本格的にタブレットで
の総会資料の閲覧を始めました。会議の開催
通知や研修会のお知らせなども、タブレット
端末にメールで送信しています。
７月には、農地利用最適化推進委員にもタ
ブレット端末を貸与し、農地パトロール等に
も活用していく予定です。

総会等でタブレット活用を始めました総会等でタブレット活用を始めました
令和７年１月20日（月）・28日（火）の両日
に地域振興委員会を開催しました。
今回は「魅力ある農業」と「有害鳥獣対策」
の二つのテーマで意見交換を行いました。
特に有害鳥獣対策では、イノシシ対策用の
電気柵やメッシュ柵の更新や補強への補助
の要望が出されました。
この委員会は、共通の課題について話し合
えるよう、市内13の地区を「南部」「西部」「東
部」の３つのブロックに分け、農業委員・農地
利用最適化推進委員のほか、地域の農業者や
JA職員にも参加いただき、地域ごとに抱え
る課題の把握や解決方法について、意見交換
を行うもので、年２回開催していきます。

地域振興委員会を開催しました地域振興委員会を開催しました

〔事務課農地係〕電話 214－4340問い合わせ先
売渡あっせん希望農地（上表）について買受希望がありましたらお問い合わせください。ホームページでもご覧いただけます。

売 渡 あ っ せ ん 希 望 農 地 一 覧

令和７年４月１日現在

農地移動適正化あっせん事業　仙台市

使いこなせるよう 頑張ります！
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［再生紙使用］

◆お車で来庁される方へ◆ 本庁舎の建替工事にともない、本庁舎の駐車場は利用できません。勾当台公園地下
駐車場又は二日町駐車場をご利用ください。農業委員会で来庁確認の手続きを行うことにより、駐車料金が原則
90分まで無料となりますので、駐車券を必ずお持ちください。

就農のきっかけは？
６年前まで県外で会社員を
していましたが、実家が代々
農業をしており、地元でおい
しい野菜を作ろうと思い就農
しました。
何を作っていますか？
野菜は年間約20種類ほど
作っており、グリーンカールや
サニーレタスなどの葉物野菜
を中心に、夏はナス、オクラ、

ミニトマト、とうもろこし、秋
には春菊を栽培しています。
就農してみての感想は？
初めは失敗続きでしたが、
自分自身が納得出来るレベル
の野菜を作れた時はうれし
かったです。また、お客様か
ら「おいしかった」と言われる
と、とてもうれしいですし、
「更に良いものを作ろう」と強
く思います。
農業の大変なところは？
一番は天候に左右されるこ
とです。特に近年の夏の暑さ
にはいろいろと悩まされてい
ます。作付する品種を変えた
り、資材で日差しをカバーし
たり、試行錯誤しながら農業
仲間と情報を共有しつつ、が
んばっています。

今後の目標は？
野菜の品質向上です。その
ためにも、無駄なく農地を活
用し、年間を通して効率良く
野菜を作っていきたいです。

Q
A

Q
A

Q
A

（聞き手：編集委員  今野 勇一）

泉区上谷刈にお住まいの

にお話しを伺いました。
若 生　俊 輔 さん
わ　 こう　  しゅん すけ

お知らせ

農作業が本格的に始まり、忙しい時期
になりましたが、農作業中の事故には十分
にご留意してください。
さて、この度、当編集委員会は、令和
６年度の宮城県農業委員会だよりコンクー
ルで最優秀賞を受賞いたしました。これま
で、農業委員会だよりに携わっていただい
た方々に感謝するとともに、より良い紙面
を目指してまいります。

（編集委員会 副委員長　庄子 みゆき）
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農業委員会事務局
青葉区二日町6-12
MSビル二日町６F
電話：214‒4308

農事組合法人 六郷南部実践組合を紹介します。
当組合は六郷東部地区に平成27年１月に設立し、

現在、板橋吉光さんを３代目代表として、構成員５名
（うち女性１名）社員４名で組織されています。

63haの水田で稲作37ha（うち乾田直播栽培
27ha）、転作大豆16haを耕作し、水田活用として田
10haと畑４haの計14haで枝豆も作付けしています。
また、もともとレタスなどの畑作も盛んだったた

め、春と秋収穫の玉レタスとリーフレタスの洋菜類
を90aで周年、冬は1haでちぢみ雪菜を栽培してお
り、これらの野菜はすべてJA全農に出荷しています。
年間を通して、水稲から野菜まで幅広く切れ目のな
い営農をしています。
春は、レタス類の出荷のピークと、水稲移植栽培の

作業が重なり、とても忙しい時期でしたが、これから
は負担の少ない乾田直播栽培を増やし、効率化・省力
化を進めることで、春の農作業をよりスムーズに行
えるようにしたいとのことでした。

（編集委員　遠藤 正彦）

農事組合法人
六郷南部実践組合法人紹介
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